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照 は、XML(eXtesible Markup 



































































































































セッツ工科大学の Media Lab. を
訪問し調査を行った。以下は、
「 未 来 の 住 宅 環 境 (Home of the 
Future)」と題され、建築学と計
算機学の融合研究として実施され







3  コンテキストアウェアネス技術研究の事例 　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　






































































図表 4　家電操作用端末とそれを操作しているところ ( 表紙カラー図参照）
出典：MIT Media Lab. Home_n: house of the future
図表５　住居の随所に配置されたセンサの例
出典：MIT Media Lab. Home_n: house of the future





































































































































4  コンテキストアウェアネス技術の課題 ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
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